
令和７年度国スポ選手強化事業計画書 
提出期限：令和７年１月３１日 

 

競技団体名  神奈川県剣道連盟 実施種別・種目 
剣道成年男女 

少年男女  

強化予定 

対象者（チーム） 

成年男子・女子（男子 5 名、女子 3 名） 

少年男子・女子（男子 6 名、女子 6 名）  

県内選考会（予選

会）日程 

成年 令和 7 年 5 月 11 日、少年 令和７年 6 月 29 日 

（成年予選会は県立武道館、少年予選会は県内施設の予定） 

強化体制 

スタッフ 

（氏名・所属） 

競技団体強化責任者 

神奈川県剣道連盟 副会長 佐藤正二  

強化主任 

成年・少年 神奈川県剣道連盟 強化委員長 有馬裕史  

コーチ・スタッフ、トレーナー他 

加藤公一（県剣道連盟理事）小林康介（高体連強化部長）千葉三千子（県剣連常任理事）早津 

理恵（県剣道連盟強化部）関戸 力（高体連専門部強化部） 雨谷 武蔵（高体連専門部強化部） 

荒谷直子（高体連専門部強化部） 

活動拠点 県内各体育館、神奈川県立武道館他 

事業総額と 

主な使途 

事業総額 1,157,000 円 （事業実施回数： １回） 

（内訳：補助金額 850,000 円、団体負担金 307,000 円） 

主な内訳 （補助金については、少年の京都遠征旅費に使用予定） 

 謝金： 92,000 円 

 旅費： 1,000,000 円 

 使用料及び賃借料：10,000 円 

 その他（安全対策、需用費）：20,000 円 （飲料費）、35,000 円（スポーツ保険） 

事業実施日程 
（事業実施回数に合わせ

て、１回目●月●日～●日

など、わかる範囲で日程を

ご記載ください） 

〇京都遠征については、例年実施している 8 月 11 日～13 日頃、選手男女各６

名と指導者を派遣するもの。大会の上位進出を目指し他県の国体チームや、強

豪校が京都武徳殿に集合して行う練成会に参加し、対外試合を行い、実力の向

上に努める。 

〇成年男女、少年男女の練習計画については、２期に分けて実施する。 

「１期訓練」 

・４月全日本都道府県大会（和歌山）参加 

・５月上旬県予選終了後、直ちに強化訓練（週１～２回程度期間を通じて）を実施 

・６月中旬 強化合宿（県内を予定） 

・７月上旬 強化練習試合へ参加、下旬 関東７県対抗剣道大会（神奈川）参加 

・８月中旬 京都遠征強化訓練の実施、国スポ関東ブロック（群馬）大会参加 

「２期訓練」 

・９月上旬 男女合同、試合、稽古訓練、中旬 開催県での合同練習会へ参加 

   下旬 本大会 

〇少年の強化については、全国大会に向けて、実戦の機会を与えて、心身を練

磨するとともに、強化練習会を通じて中学生剣道の活性化にも努める。 
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結果および目標 

（天皇杯） 

第７８回大会（結果） 第７９回大会（目標）  第８０回大会（目標）  

２１位 １０点 ３位 ６７．５点 ３位 ６７．５点 

今後の展望及び 

具体的な強化方針 

〇成年男女 

国民スポーツ大会剣道競技、成年男女及び全日本都道府県対抗女子剣道優

勝大会への参加を通じて、各大会の優勝を目指すことを目標とする。 

 特に、神奈川県では、都道府県大会のみ過去に優勝経験がないことから、悲

願達成のために県下一丸となって強化していく。 

具体的には、訓練期間を２期に分け、大会予選会から大会終了までの期間を

すべて剣道強化期間とする。訓練には、神奈川県剣道連盟の強化委員会を中

心に、指導にあたり、合同訓練を実施する。 

「第１期訓練」では、強化合宿を男女合同で開催し、強化練習試合を個別に開

催。都道府県対抗女子との合同練習等を実施する。 

「第２期訓練」では、国民スポーツ大会本大会までの期間に、必要な強化、練

習試合等を実施する。 

〇少年男女 

  例年通り、６月までに選手を選考する。県内施設（寒川アリーナ、ひらつかア

リーナ、とどろきアリーナ）で実施し、高体連剣道専門部では、インターハイ出場

選手も含めて合同稽古の機会を設けるとともに、全体での練習機会を増やして

いく。また、県全体での合同稽古を企画するなど、実力向上に努め、上位入賞を

目指す。 

〇ジュニア選手強化 

例年実施している強化練習事業を継続する。また、中体連指導者、高体連指

導者、県の強化委員等が連携して、ジュニア選手にも実戦の機会を与え、合同

の強化訓練を計画して、実力の向上に努める。 

〇その他 

神奈川県剣道連盟では、現在 4 月からの社団法人化を進めており、今後体

制の変更を予定している。ただし、各種大会の強化訓練については、すでに担

当者を選定しており、必要な補助を行うとともに、新体制後も会長以下、強化担

当役員、強化担当常任理事、強化担当理事、各大会監督、コーチを中心に万全

の体制で大会に臨むこととする。 

  
              令和７年１月２９日 

競技団体名     神奈川県剣道連盟      

                     記載責任者・役職  事務局長 石神邦彦              

                     連絡先（TEL）    045‐321‐6175         


